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号､横越情報､成立情報 (作成･宛先 ･文番卒など)､形態情報 (大きさ･数量･欠




































































































































































問題は､その下のサブ フーォンドからサブ (●n) -シリーズまでの各史料群毎
に伸縮自在なレヴェル (以下､便宜中間レヴェルと呼ぶ)の表現の方法であ
る;本稿の構想では､縦断的構造の第二段階と第三段階との間の当該表現をア
イテム レーヴェルに付属するキーワード情報での表現に代表させた｡この表現
の形の是非である｡ISAD(G)に照らせば､中間レヴェルの記述の不在は､
不十分と評価されようLo
ここで､武田家文書データベースでの階層構造確定の具体的な過程を改めて
振り返ってみたい.まず､①アイテム レーヴェルのデータ記述を完遂し､アイ
テム総数を確定する｡ここに至るまでには､既に階層構造を把握し構造分類も
済んだものとする｡次に､②日録データを収めるテーブルに項目を追加し､各
アイテムのデータに管理用の通し番号 (ID)を付す｡このIDとキーワード項
目から､③構造分類の語をレヴェル毎に分割して収めたテーブルを作成する｡
つまり､パーソナル コーンピュータ上のデータベース管理システム (具体的
にはAccess97)で､中間レヴェルの記述を実現するため､技術的には次の手
順によって実現可能であろう:前述(むの過程の中で当該レヴェル関連記述をタ
グで括って備考欄などに残しておき､(参のテーブルの構造分類項目のレヴェル
毎にテーブルを新たに作成し､各テーブルの各項目へタグで括った当該レヴェ
ル関連記述を移して配置する｡かくして生成されたサブ フーォンド～サブ
(●n)-シリーズのテーブルを目録データのテーブルと連結することで､アイ
テム レーヴェルの史料1点についての情報を単独で表示させた時､中間レヴェ
ルの記述を同時に表示することが可能となろう｡横断的構造の第三段階の検
索 ･抽出 (サブ)システムは､この時に真に妥当なものとなる｡
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?
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???????
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上述が机上の空論であることは､その煩雑さから理解できよう;この煩稚さ O
は､データベースの検索 ･抽出システムの実働パフォーマンスを恐ろしく低下
させるはずである｡むしろブラウザ上で､テキストファイルのデータとそれを
操作するCGIプログラムとを組み合わせた表現の方が適切かもしれない｡その
場合､安易なデータの再利用に対する障害を､いくつか予想することができる｡
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一つに､パーソナル コーンピュータで作成したデータベース管理ソフトのシス
テムを拡張するのではなく､データを出力して再構成して利用せねばならない｡
二つモこ､もとのデータベースの維持と公開用データの維持に作業が二重化する.
三つに､そのためにいくつかのシステム開発を行なわねばならない｡要するに､
費用がかかること､あるいはコストを下げようとするならばアーキビストへ直
接コンピュータに関する専門的技術的な知識が要求されること､が問題となる.
多くの文書館など史料保存利用機関では､史料情報のデータないしデータ
ベースの維持 ･保守にパーソナル コーンピュータを使用していよう｡その業務
の現実の中で､前述ISAD (G)に沿った記述を含むデータベース管理システ
ヽヽヽ
ムが作成 ･運用され続けることは可能だろうか｡別のデータベース構成のアル
ゴリズムの開発や､ハードウェアの技術的進展が､解決するかもしれない｡が､
前述のシステムが一般利用に授供されることは､いまは困杜と考える (データ
維持 ･保守のみには利用可能かもしれない)0
一方で､史料保存利用機関が､史料情報を一般利用に捉供することは､その
存立意義の一つに挙げられる｡例えば､Ⅰに示した横断的検索 ･抽出の確保は､
これを利用する需要の存在への対応として必要であり､さらなる利用需要の拡
大にも不可欠な条件と考える｡構造分析を経て整理された史料と､階層的に編
成された記述を持つ史料日録のみが､史料保存利用機関の提供しうる史料情報
なのだろうか｡例えば､史料錨は､カード日録や仮日録しか持たない史料を閲
覧に供してきている.その既成即実に従い､カード日録や仮日録の情報を､よ
り広く一般に公開しようとすることは避けられねばならないか｡
利用拡大を図ることが俸先されるならば､現時点でのコンピュータに関する
九 技術的限界は､妥協として作用すると考えるよりも､よりよい史料保存利用機
関の在り方への模索に作用すると考えるべきである｡つまり､史料保存利用機
関の持つ (死蔵されてきたかもしれない)既存の情報資源を活用しながら-
広く一般利用に供しながら､史料情報の利用の中で一般利用者が捉供してくれ
る情報を取り込み､例えば仮目録等の情報を利用しながら構造分析による整理
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へ連続させていく､ということである｡
本稿で紹介したパーソナル コーンピュータ上のデータベース管理システムは､
ISAD (G)の記述に及ばぬ簡易なものながら､構造分析による整理を経た史
料群については､史料1点毎の目録記述を単体で取り出した際､キーワード項
目によって階層上の位置の表示を確保している｡これは､仮目録程度の記述要
素に合わせたとしても､構造分析による整理を経た史料群の構造分類の配列や
階層上の位置表示を損なわない可能性があることを意味する｡仮目録と刊行日
録は､当然同列ではないが､同じシステムの中で扱いうる､という現実的な選
択が可能であろう｡
情報資源の徹底的な再利用を自覚しさえすれば､どんな史料保存利用機関で
も､可能な部分から少しずつ史料情報の情報資源化を進めていくことができる
のだ｡
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